
～平成22年度（終了） 

「ヨーロッパ世界を考える」とはずいぶん、大げさなタイトルですが、 
この授業は、「ヨーロッパ」で今議論されている、いろいろな社会問題や事象について考えること

を目的としています。 

とはいえ「ヨーロッパ」にはいったいどんな国が含まれるのでしょうか。 

　冷戦の終焉後、EU（ヨーロッパ連合、1993年以前はEC）は拡大を続けています。もちろん、それ以
前のECが常に同じ構成国であったわけではありませんが、ここでは省略します。冷戦終焉後にEU

に加盟した国として、スウェーデン、フィンランド、オーストリアがあります。 

　しかし、2004年5月のEU拡大は、これら３国の加盟とは異なった意味を持ちました。それは、加盟
する側にとっても、加盟を受け入れる側にとっても大きな挑戦だったのです。 

では、ＥＵ＝ヨーロッパということができるでしょうか。 

この授業では、次の2つの視点から「ヨーロッパ」について考えてみたいと思います。 
①ヨーロッパをめぐる地域認識 
②ヨーロッパ世界を構成する人びと 

「平成22年度授業計画」 
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